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東
京
都
農
業
祭
で 

市
内
の
農
業
者
が
入
賞

　
　
月
２
日
・
３
日
に
明
治
神

１１
宮
宝
物
殿
前
広
場
で
「
第　
回
４８

東
京
都
農
業
祭　
都
内
産
農
産

物
の
品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
品
評
会
に
は
都
内
か

ら
１
１
３
１
点
の
農
産
物
が
出

品
さ
れ
た
中
、
市
内
の
農
業
者

の
方
々
が
特
別
賞
な
ど
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
農
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

日
ご
ろ
か
ら
丁
寧
に
農
産
物
を

生
産
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
生
か
し
た
農
業
経
営
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
供
給
の
た
め
に
、
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
次
の
通
り
で

す
。

◎
明
治
神
宮
宮
司
賞（
特
別
賞
）

　
原
昂
大
氏
（
下
里
在
住
）・ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ

◎
優
秀
賞

　
三
沢
和
枝
氏
（
八
幡
町
在

住
）・
大
根

　
小
金
井
尚
史
氏
（
中
央
町
在

住
）・
ネ
ギ

◎
優
良
賞

　
松
本
昌
子
氏
（
中
央
町
在

住
）・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
吉
田
勇
氏
（
中
央
町
在
住
）・

ニ
ン
ジ
ン

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
４
３
へ
。

会
員
募
集

　
◆
書
道
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
書
画

交
流
会
）　
日
曜
・
月
曜
・
水
曜
・
金

曜
日
の
月
に
各
２
回
。
午
前　
時
～
１０

正
午
他
、
浅
間
町
地
区
セ
ン
タ
ー
、

南
町
都
営
住
宅
集
会
所
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円
。
現
在
他
コ
ー
ス
で　
４８

人
の
指
導
実
績
あ
り
。
師
範
資
格
取

得
も
可
。初
心
者
高
齢
者
歓
迎
。子
ど

も
コ
ー
ス
あ
り
。
詳
し
く
は
福
田
☎

０
９
０
・
９
３
９
６
・
６
９
６
４
へ
。

　
◆ 
蘭  
室 
書
道
会　
月
２
回
。
金
曜

ら
ん 
し
つ

日
午
後
６
時
～
９
時
他
、
都
営
住
宅

氷
川
台
一
丁
目
集
会
所
で
。
会
費
月

３
０
０
０
円
他
。
書
道
の
入
門
か
ら

指
導
し
、
希
望
に
よ
り
初
級・中
級・

上
級
へ
と
進
み
ま
す
。
詳
し
く
は
中

元
☎
４
７
１
・
３
２
７
７
へ
。

　
◆
大
正
琴（ 
和 会
）　
月
２
回
。
月

な
ご
み

曜
・
木
曜
日
の
午
前　
時
～
午
後
４

１０

時
、
八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー
他
で
。

入
会
金
１
５
０
０
円
、
会
費
月
３
５

０
０
円
他
。
数
字
譜
で
ど
な
た
で
も

簡
単
に
弾
け
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

無
料
講
習
あ
り
。
見
学
可
。
詳
し
く

は
渡
辺
☎
４
７
５
・
６
４
７
５
へ
。

　
◆
軟
式
野
球
（
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ

ツ
）　
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
～
正

午
、
滝
山
球
場
で
。
会
費
月
１
０
０

０
円
。
若
い
と
き
プ
レ
ー
し
た
方
、

ま
た
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
仲
間
同
士

で
健
康
野
球
紅
白
戦
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
佐
藤
☎
０
９
０
・
８
０
０

６
・
７
８
２
３
へ
。

催

し

　
◆
写
真
展
「
東
日
本
大
震
災
們
そ

の
後
の
８
年
」（
同
開
催
実
行
委
員

会
）　
２
年
１
月　
日（
金
）～　
日

１０

１３

（
祝
）
午
前　
時
～
午
後
７
時
（
最

１０

終
日
は
５
時
ま
で
）、
成
美
教
育
文

化
会
館
で
。
入
場
料
無
料
。
東
日
本

大
震
災
の
震
災
遺
構
を
中
心
に
、
被

災
地
の
現
状
を
撮
影
・
取
り
ま
と
め
。

詳
し
く
は 
兼  
子 
☎
０
８
０
・
１
２
６

か
ね 
こ

６
・
６
１
３
１
へ
。

　
◆
新
春
の
つ
ど
い
（
あ
じ
さ
い
公

園
手
づ
く
り
盆
踊
り
の
会
）　
２
年

１
月　
日（
日
）午
前　
時
半
～
正
午
、

１２

１０

あ
じ
さ
い
公
園
（
滝
山
３
ノ
７
）
で
。

参
加
費
無
料
。
お
囃
子
と
踊
り
を
見

な
が
ら
餅
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
大
谷
☎
４
６
１
・
３
２
６
３
へ
。

　
◆
日
本
舞
踊
発
表
会
（
は
な
み
ず

き
会
）　
２
年
１
月　
日（
日
）正
午

２６

開
演（
午
前　
時
半
開
場
）、生
涯
学

１１

習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無

料
。
華
や
か
で
か
わ
い
ら
し
い
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
舞
踊
で
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
田
坂
☎

４
７
７
・
５
８
１
２
へ
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
日
常

生
活
の
ル
ー
ル
を
知
ら
せ
、
自
己

と
他
人
を
尊
ぶ
心
を
高
め
、
青
少

年
を
非
行
と
事
故
か
ら
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
各
中
学

　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」と
は
、良

い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少
年
に
は

励
ま
し
の
言
葉
を
、
良
く
な
い
こ

と
や
危
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
青

少
年
に
は
注
意
の
ひ
と
声
を
か
け

校
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

を
は
じ
め
、
関
係　
団
体
で
実
施

２８

委
員
会
を
組
織
し
、
市
民
ぐ
る
み

の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月　
日
（
木
）
～
２
年
１
月

１２

２６

７
日
（
火
）
は
冬
の
強
調
期
間
と

し
て
、
各
中
学
校
地
区
単
位
実
行

委
員
会
が
、
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
や

啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
な
ど
を

行
い
ま
す
。

払
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
▼
応

急
手
当
の
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う

◎
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い

し
ま
す

　
救
急
出
場
件
数
が
多
く
な
る
と
、

遠
く
の
救
急
隊
が
出
場
す
る
確
率

が
高
ま
り
、
現
場
へ
の
到
着
時
間

が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
救
急
車

の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
東
京
消
防
庁
管
内
に
お
け
る
平

成　
年
中
の
救
急
出
場
件
数
は　

３０

８１

万
８
０
６
２
件
（　
秒
に
１
件
の

３９

頻
度
）
で
し
た
。
特
に
救
急
出
場

の
多
い
時
期
が　
月
と
１
月
で
す
。

１２

日
々
の
健
康
管
理
に
努
め
、
手
洗

い
や
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な

◎
餅
な
ど
に
よ
る
窒
息
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
、
餅
を
食
べ
る
機
会
が
増

え
る
こ
の
時
期
に
、
高
齢
者
の
食

べ
物
を
詰
ま
ら
せ
る
窒
息
事
故
が

多
く
な
り
ま
す
。
事
故
の
防
止
に

家
族
全
員
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
窒
息
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
＝

餅
は
小
さ
く
切
り
、
ゆ
っ
く
り
と

噛
ん
で
か
ら
、
飲
み
込
み
ま
し
ょ

う
▼
介
助
が
必
要
な
人
に
餅
な
ど

を
食
べ
さ
せ
る
際
は
、
横
に
な
っ

た
状
態
や
、
仰
向
け
に
寝
た
状
態

で
は
食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
▼
乳
幼
児
や
高
齢
者
と
一

緒
に
食
事
を
す
る
際
は
、
食
事
の

様
子
を
見
る
な
ど
細
心
の
注
意
を

ど
を
行
っ
て
風
邪
な
ど
の
病
気
を

予
防
す
る
と
と
も
に
、
け
が
や
各

種
事
故
の
防
止
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

◎
迷
っ
た
時
に
は
＃
７
１
１
９

　
救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
時

や
診
察
可
能
な
病
院
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
東
京
消
防
庁
救
急
相

談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、　

時
２４

間
、
医
師
や
看
護
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
短
縮
番
号
は
＃
７
１
１
９
（
携

帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
プ
ッ
シ
ュ
回

線
か
ら
）、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら

は
☎
０
３
・
３
２
１
２
・
２
３
２

３
（　
区
）、
☎
０
４
２
・
５
２

２３

１
・
２
３
２
３（
多
摩
地
区
）で
す
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
１
）
へ
。

　
こ
の
運
動
は
地
域
の
皆
さ
ん
の

参
加
・
協
力
が
あ
っ
て
、
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
、
青
少
年
へ
の
励
ま

し
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、
時
に
は

注
意
の
言
葉
な
ど
、
愛
の
ひ
と
声

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

▲明治神宮宮司賞を受賞した
　原昂大氏のホウレンソウ

団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
新
し
い
仲
間
が
欲

し
い
」「
も
っ
と
活
動
を
知
っ
て
欲

し
い
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
の
Ｐ
Ｒ

が
で
き
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
見
学
会
の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま

サ
ー
ク
ル
見
学
会
の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
すす

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル（
団
体
）

を
対
象
に
「
サ
ー
ク
ル
見
学
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
実
際
の
活
動
を

知
り
た
い
と
い
う
方
に
自
由
に
見

学
ま
た
は
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

　
【
日
時
】２
年
３
月
１
日（
日
）～

　
日
（
火
）

３１
　
【
会
場
】同
セ
ン
タ
ー（
各
団
体

で
施
設
を
予
約
し
、
活
動
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
）

　
【
対
象
】同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
（
団
体
）

　
【
費
用
】無
料（
同
セ
ン
タ
ー
の

施
設
使
用
料
は
、
通
常
通
り
発
生

し
ま
す
）

　
申
し
込
み
は
２
年
１
月
９
日

（
木
）
～　
日
（
金
）
に
所
定
の

３１

申
込
書
を
直
接
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

ま
た
は
、
〒
２
０
３
儿
０
０
５
４
、

中
央
町
２
ノ
６
ノ　
、
生
涯
学
習

２３

セ
ン
タ
ー「
サ
ー
ク
ル
見
学
会
係
」

宛
て
郵
送
ま
た
は
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
７
８
１
１
へ
。

　
東
久
留
米
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
市
内
全
域
に　
の
単
位
ク

２８

ラ
ブ
が
あ
り
、
約
２
０
０
０
人
の

会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
な
ど
幅
広
い

活
動
を
通
じ
、「
健
康・地
域
の
仲

間
づ
く
り
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

　
◎
趣
味
・
教
養
・
生
き
が
い
＝

国
内
旅
行
、
カ
ラ
オ
ケ
、
日
本
舞

踊
、
書
道
、
民
謡
、
詩
吟
、
朗
読
、

俳
句
、
手
芸
、
社
交
ダ
ン
ス
、
教

養
サ
ー
ク
ル
活
動
、
各
種
趣
味
の

会
、
サ
ロ
ン
活
動
、
よ
ろ
ず
や
大

学
（
踊
り
、
書
道
、
詩
吟
、
朗
読
、

俳
句
、
い
き
い
き
体
操
、
手
芸
、

民
謡
、
唄
お
う
会
）

　
◎
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
＝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
、
い
き
い
き
体
操
、
健

康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

体
力
測
定
、
高
齢
者
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
、
整
形

外
科
医
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

会
、
都
主
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク
大
会
へ

の
出
場

　
◎
社
会
奉
仕
＝
児
童
見
守
り
パ

ト
ロ
ー
ル
、
老
人
施
設
演
芸
慰
問
、

地
域
公
共
施
設
清
掃
、
共
同
募
金

　
◎
生
き
が
い
活
動
＝
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
演
芸
大
会
、
よ
ろ
ず

や
大
学
発
表
会（
年
３
回
）。
都
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会
出
場

　
入
会
申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
各

ク
ラ
ブ
の
会
長
（
左
表
参
照
）
ま

た
は
各
地
区
セ
ン
タ
ー
（
浅
間
町

地
区
セ
ン
タ
ー
☎
４
２
２
・
１
０

１
３
、
野
火
止
地
区
セ
ン
タ
ー
☎

４
７
５
・
７
４
０
０
、
八
幡
町
地

区
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
１
・
０
２
７

４
、
南
町
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
１
１
５
９
、
滝
山
地
区
セ
ン

タ
ー
☎
４
７
１
・
７
２
１
２
、
ひ

ば
り
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
４
５

１
・
２
０
２
２
、
大
門
町
地
区
セ

ン
タ
ー
☎
４
７
０
・
８
０
２
１
、

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

９
・
５
５
５
０
）
へ
。

　
冬
の
星
座
や
宇
宙
の
話
を
聞
い

た
後
、
親
子
で
星
空
を
見
上
げ
、

冬
の
星
座
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

自
宅
で
作
れ
る
星
座
早
見
盤
を
持

ち
帰
れ
ま
す
。

　
【
日
時
】２
年
１
月　
日（
金
）午

３１

後
５
時
か
ら
（
４
時　
分
か
ら
受

４５

け
付
け
）

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学

習
室
１・２
（
星
空
観
察
は
屋
上
）

　
【
対
象
】小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
【
定
員
】
先
着　
組
２０

　
【
講
師
】な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
解
説
員
の 
大  
樂  
陽

だ
い 
ら
く

子
氏
　
【
費
用
】
親
子
１
組
５
０
０
円

（
２
人
目
以
降
の
子
ど
も
１
人
に

つ
き
３
０
０
円
追
加
）

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は　
月　
１２

１５

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

（
４
７
３
・
７
８
１
１
）
ま
た
は

直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

設
置
す
る
に
当
た
り
、
市
民
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
任
期
と
会
議
回
数
な
ど
】任
期

は
２
年
４
月
か
ら
２
年
間
。
年
６

回
程
度
の
会
議
（
平
日
午
後
６
時

半
か
ら
）
を
予
定

　
【
検
討
内
容
】第
３
次
男
女
平
等

推
進
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
評
価
な

ど
　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で　
歳
２０

以
上
の
方

　
【
募
集
人
数
】４
人（
書
類
選
考

お
よ
び
面
接
の
上
、
決
定
し
ま

　
男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
は
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
こ
れ
ま
で

　
期
に
渡
り
、
地
域
の
中
で
男
女

１０が
共
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
提
言
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
市
で
は
市
民
会
議

の
提
言
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参

画
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
第　
期
市
民
会
議
で
は
、

１０

「
第
３
次
男
女
平
等
推
進
プ
ラ

ン
」
の
進
捗
状
況
評
価
に
つ
い
て

審
議
・
答
申
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
第　
期
の
市
民
会
議
を

１１

す
）
　
申
し
込
み
は
２
年
１
月　

日
２０

（
月
）
ま
で
に
（
必
着
）、「
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
あ

な
た
の
考
え
」
を
４
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
・
経
歴
お
よ
び

社
会
活
動
の
経
験
な
ど
を
記
入
の

上
、
〒
２
０
３
儿
８
５
５
５
、
生

活
文
化
課
男
女
共
同
参
画
係
宛
て

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
（seikatsub

unka@
city.higashikurume.lg.j

p

）ま
た
は
直
接
同
課（
市
役
所
２

階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　
黒
目
川
や
落
合
川
の
澄
ん
だ
清

流
沿
い
を
中
心
に
し
た
、
豊
か
な

自
然
が
残
る
コ
ー
ス
を
楽
し
み
な

が
ら
、
七
福
神
に
１
年
の
祈
願
を

し
ま
せ
ん
か
（
歩
行
距
離
約
８
丼

丿
、
所
要
約
２
時
間
）。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
土
）。
雨

１１

天
決
行
、
荒
天
中
止

　
【
受
付
時
間
】午
前
９
時
半
～　
１１

時
半
（
受
け
付
け
開
始
直
後
は
混

　
「
開
運
！
東
久
留
米
七
福
神
め

ぐ
り
」
は
、
市
内
５
寺
に
祭
ら
れ

て
い
る
七
福
神
を
巡
り
、
一
年
の

幸
福
や
安
全
を
祈
願
す
る
、
お
正

月
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
コ
ー
ス
上
の
商
店
会
や
ゴ
ー
ル

の
市
役
所
１
階
な
ど
で
は
、
東
久

留
米
な
ら
で
は
の
特
産
品
や
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
）

　
【
受
付
会
場
】
西
口
中
央
公
園

（
本
町
１
ノ　
）
１２

　
【
参
加
費
】１
０
０
円（
保
険
料

を
含
む
）

　
最
新
情
報
な
ど
の
詳
細
は
東
久

留
米
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

「
く
る
く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
」（http

://kuru-chan.com/0519shichih
uku/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
七
福
神
め

ぐ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民

プ
ラ
ザ
）
☎
４
７
０
・
７
８
１
３

へ
。

業
や
運
営
に
つ
い
て
検
討
お
よ
び

提
言
す
る
運
営
協
議
会
の
委
員
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

　
【
任
期
な
ど
】２
年
４
月
～
４
年

３
月
、
年
３
回
程
度
の
会
議
を
予

定
　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で　
歳
２０

以
上
の
方

　
【
募
集
人
数
】　

人
以
内（
書
類

１０

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
男
女

平
等
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
フ
ィ
フ

テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
」
を
拠
点
と

し
て
、情
報
や
学
習
機
会
、団
体・

個
人
の
交
流
の
場
の
提
供
、
相
談

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事

選
考
お
よ
び
面
接
の
上
、
決
定
し

ま
す
）

　
申
し
込
み
は
２
年
１
月　

日
２０

（
月
）
ま
で
に
（
必
着
）、
応
募
の

動
機
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
―
８
５

５
５
、
生
活
文
化
課
男
女
共
同
参

画
係
宛
て
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
（seikatsubunka@

city.higash
ikurume.lg.jp

）
で
送
信
を

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
の
中
で
、

想
い
が
伝
わ
ら
な
い
、
誤
解
さ
れ

て
し
ま
っ
た
、
そ
ん
な
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
手
法

を
使
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
想
い
を

正
確
に
伝
え
、
活
発
な
意
見
交
換

が
生
ま
れ
る
か
を
探
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
企
画
運
営
は
東
久
留
米

‘

わ

‘ 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
【
日
時
】２
年
２
月
９
日（
日
）午

後
２
時
～
４
時
半

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
定
員
】　

人
（
要
申
し
込
み
）

２０

　
【
講
師
】グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
ー
の
本
園
大
介
氏

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
以
上
の
未
就
学

児
の
保
育
あ
り
。
定
員
５
人
。
２

年
１
月　
日
（
木
）
ま
で
に
要
予

２３

約
　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は　
月　
１２

１６

日
（
月
）
か
ら
電
話
（
４
７
２
・

０
０
６
１
）、
メ
ー
ル
（fifty2@

c
ity.higashikurume.lg.jp

）ま
た
は

直
接
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
２
階
）
へ
。

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
経
験

を
も
つ
講
師
か
ら
、
ご
自
身
の
体

験
や
回
復
に
至
っ
た
経
緯
、
現
在

取
り
組
ま
れ
て
い
る
当
事
者
活
動

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　
【
日
時
】２
年
２
月
６
日（
木
）午

後
２
時
～
４
時

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
対
象
】ひ
き
こ
も
り
な
ど
生
き

づ
ら
さ
に
悩
む
方
、
そ
の
家
族
、

関
心
が
あ
る
方
な
ど

　
【
定
員
】　

人
（
要
申
し
込
み
）

５０

　
【
講
師
】一
般
社
団
法
人
ひ
き
こ

も
り
Ｕ
Ｘ
会
議
代
表
理
事
の
林
恭

子
氏
　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
以
上
の
未
就
学

児
の
保
育
あ
り
。
定
員
５
人
。
２

年
１
月　
日
（
木
）
ま
で
に
要
予

２３

約
　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は　
月　
１２

１６

日
（
月
）
か
ら
電
話
（
４
７
２
・

０
０
６
１
）、
メ
ー
ル
（fifty2@

c
ity.higashikurume.lg.jp

）ま
た
は

直
接
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
２
階
）
へ
。

　
川
岸
遺
跡
は
、
旧
石
器
時
代
と

縄
文
時
代
の
遺
跡
で
あ
り
、
近
世

に
は
三
代
将
軍
家
光
に
重
用
さ
れ

た 
鷹  
匠  
頭 

た
か 
じ
ょ
う 
が
し
ら 
小  
野  
久  
内 

お 

の 

く 
な
い 
吉  
次 
の
屋

よ
し 
つ
ぐ

敷
が
あ
っ
た
場
所
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
古
く
か
ら
人

が
暮
ら
し
た
場
所
で
、
現
在
、
東

京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
発

掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
で
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
住

居
跡
や
出
土
品（
縄
文
土
器
な
ど
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
主

催
。
市
教
育
委
員
会
共
催
。

　
【
日
時
】２
年
１
月　
日（
土
）午

２５

前　
時
か
ら
と
午
後
１
時
か
ら
。

１０
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

　
【
集
合
場
所
】
大
門
町
２
ノ　
１４

（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
東
隣
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】
雨
具

　
【
そ
の
他
】動
き
や
す
く
、汚
れ

て
も
よ
い
服
装
と
靴
で

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

▶
縄
文
前
期
住
居
跡
の
調
査
風
景

川
岸
遺
跡
案
内
図

N

川岸遺跡川岸遺跡

集合場所

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議

水
と
み
ど
り
部
会
で
は
、
市
民

公
募
に
よ
る
「
東
久
留
米
の
名

木
百
選
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

選
定
さ
れ
た
１
０
０
本
の
名
木

を
、
広
報
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

↑
№　
　
樹
種
＝
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

６８

▼
場
所
＝
南
沢
三
丁
目
民
家
▼

選
定
理
由
＝　
年
前
茨
城
県
か

５０

ら
移
植
し
た
木
。
全
国
の
山
野

で
見
ら
れ
る
半
落
葉
低
木

↑
№　
　
樹
種
＝
タ
イ
サ
ン
ボ

６７

ク
▼
場
所
＝
自
由
学
園
内
▼
選

定
理
由
＝
表
面
が
光
る
大
き
な

葉
で
、
初
夏
に
香
り
の
よ
い
白

い
大
輪
の
花
が
咲
く

電話番号主な活動地域会長クラブ名
４７４・３６７０上の原および隣接する地域小川洋子上の原クラブ
４２１・７５６８浅間町・新川町および隣接する地域細田力落合ふれんず

４７１・０６２５大門町・東本町・金山町・氷川台
および隣接する地域貫井勝義門前会

４２２・８５９６浅間町三丁目の地域新井節松栄会

４７１・１３３９氷川台および隣接する地域福田寛成氷川台サンライズ
クラブ

４２３・１９０５浅間町および隣接する地域喜入和子友愛クラブ

４６４・５５９３ひばりが丘団地・学園町
および隣接する地域安尾賢一ひばりが丘クラブ

４７４・６２１８中央町・幸町および隣接する地域木村温眞丸実会
４６２・６５２６南沢・南町および隣接する地域木村憲三南立花会
４７１・４５０２中央町・幸町および隣接する地域原道子銀杏会
４７８・９８３３中央町・幸町および隣接する地域森田多吉悠々会
４７１・１３７３本町・中央町および隣接する地域國重暢福寿会
４７３・０９５６小山および隣接する地域當麻繁小山クラブ
４７３・１８１５野火止の地域栗田久一郎野火止会
４７１・４４２４前沢住宅および隣接する地域川端淑子ひまわり会
４７７・０７３７野火止二丁目および隣接する地域小野武夫ほんむらクラブ
４７５・２０４０中央町・幸町・八幡町の地域矢口由紀子中央クラブ
４７４・７４９９八幡町および隣接する地域大澤登八幡クラブ
４７２・８９８０前沢地区および隣接する地域山之口大雅友会
０８０・６５２０・
１１３３前沢四丁目および隣接する地域鈴木勲平前沢ときわ会

４７３・４９５５滝山一丁目から七丁目および隣接する
地域金野保正滝山青葉会

４７２・５８０４滝山地区・弥生および隣接する地域有賀康明※草の実会
４７１・６２１８柳窪の地域野嵜敏雄柳窪みどり会
４７５・１３７２滝山六丁目２番区および隣接する地域大久保榮メダカの会
４７５・３４３０下里住宅および隣接する地域工藤康雄いちょうクラブ
４７３・９１４１久留米西住宅および隣接する地域江刈内勉西美里会
４７２・１９１５滝山地区および隣接する地域夏目正子滝山会
４７１・３３７６大門町・神宝町の地域橋本一成大門むつむ会

※は東久留米市シニアクラブ連合会会長。

老人クラブ一覧表

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化

や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ

る
雨
水
の
地
下
浸
透
量
の
減
少

は
、
湧
水
や
河
川
の
水
量
に
影

響
を
与
え
ま
す
。

雨
水
浸
透
ま
す

は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を

地
下
へ
戻
し
、

地
下
水
を 
涵
養 す
る
効
果
が
期

か
ん
よ
う

待
で
き
ま
す
。
市
内
の
豊
か
な

水
辺
環
境
を
保
全
す
る
た
め
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
へ
の
設
置
補
助
金

制
度
　
【
対
象
者
】敷
地
が
１
０
０
０

平
方
丿
未
満
の
既
存
の
個
人
住

宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く

一
般
住
宅
）
を
所
有
す
る
方　

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ

り
、
経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　
希
望
す
る
方
は
、
市
指
定
下

水
道
工
事
店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照
）
ま
た
は
環
境
政
策
課

☎
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
【
補
助
の
対
象
】東
久
留
米
市

の
み
ど
り
に
関
す
る
条
例
に
基

づ
く
、
保
存
樹
木
ま
た
は
保
存

樹
林
、
保
存
生
垣
の
所
有
者
▼

平
成　
年
度
内
に
お
い
て
、
適

３１

正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
保
存
樹

木
等
　
【
申
請
受
付
期
間
】　
月　
日

１２

２０

（
金
）～
２
年
２
月　
日（
月
）

１０

　
申
し
込
み
は
市
か
ら
送
付
す

る「（
様
式
第
１
号
）保
存
樹
木

等
補
助
金
交
付
申
請
兼
請
求

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
上
、
対
象
樹
木
な
ど
の
管

理
状
況
が
分
か
る
写
真
を
添
付

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

東
久
留
米
の
名
木
百
選
紹

東
久
留
米
の
名
木
百
選
紹
介介

№

～
№

№　

～
№　

６５６５

６８６８

で
順
番
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】私
有
地
へ
の
立
ち

入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

↑
№　
　
樹
種
＝
ダ
イ
オ
ウ

６５

シ
ョ
ウ
▼
場
所
＝
大
圓
寺
境
内

山
門
脇
▼
選
定
理
由
＝
市
内
に

は
、
ア
カ
マ
ツ
や
ク
ロ
マ
ツ
は

多
い
が
、
こ
の
松
は
珍
し
い
樹

木
で
巨
樹

↑
№　
　
樹
種
＝
タ
イ
サ
ン
ボ

６６

ク
▼
場
所
＝
久
留
米
中
学
校
校

舎
東
側
▼
選
定
理
由
＝
珍
し
い

「
泰
山
木
」
の
花
が
６
月
頃
、

木
全
体
を
埋
め
る
ほ
ど
咲
い
て

い
る

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
愛
の
ひ
と
声
運
動

冬
の
強
調
期
間

「
愛
の
ひ
と
声
運
動　

冬
の
強
調
期
間
」」

青
少
年
健
全
育
成
の
呼
び
か
け

青
少
年
健
全
育
成
の
呼
び
か
け
にに

ご
協
力
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
いい

新
春
の
初
ウ
オ
ー
ク　

１
月　

日（
土
）開
催

１１

第　

回　

開
運
！

１６
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り

男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
の

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
年
末
年
始
は
１
年
で
最
も

火
災
の
起
こ
り
や
す
い
時
期

で
す
。
そ
こ
で
、
東
久
留
米

市
消
防
団
で
は
、　

月　
日

１２

２６

（
木
）
～　
日
（
月
）
に
、

３０

消
防
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火

を
呼
び
か
け
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
家
の
周
り
の
整
理
整
頓

や
火
の
元
の
点
検
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎

４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

～
も
う
一
度

　
　

確
認
安
心

　
　
　

火
の
用
心
～

消
防
歳
末
特
別
警
戒
を

実
施
し
ま
す

東
久
留
米
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

東
久
留
米
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会会

（（
単
位
ク
ラ

単
位
ク
ラ
ブブ
））の
会
員
を
募
集
し
ま

の
会
員
を
募
集
し
ま
すす

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
にに

雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
に
ご
協
力

雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
に
ご
協
力
をを

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

親
子
で
冬
の
星
空
を
楽
し
も
う

平
成

年
度
保
存
樹
木
等
補
助
金
交

平
成　

年
度
保
存
樹
木
等
補
助
金
交
付付

３１３１

申
請
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま

申
請
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
すす

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催催

経
験
者
が
語
る

ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
支

経
験
者
が
語
る　

ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
支
援援

～
「
自
立
」
か
ら
「
自
律
」
へ

～
「
自
立
」
か
ら
「
自
律
」
へ
～～

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
円
滑
に
す
る
ヒ
ン
ト

　

～
想
い
を
可
視
化
し
て
楽
し
む
方
法
～
」

川
岸
遺
跡
発
掘
現
場

川
岸
遺
跡
発
掘
現
場
のの

見
学
会
開
催
に
つ
い

　
　

見
学
会
開
催
に
つ
い
てて

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催

市
民
企
画
講

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催　

市
民
企
画
講
座座

▲優秀賞を受賞した
　小金井尚史氏のネギ

▲優秀賞を受賞した
　三沢和枝氏の大根

（平成３１年４月１日現在）


